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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録手段から記録媒体へインクを吐出して記録を行うインクジェット記録装置において
、
　インクを収容するインク貯留部と、
　前記記録手段のインク吐出部にインクを供給するためのサブタンクと、
　前記インク貯留部から前記サブタンクへインクを供給するためのインク供給路と、
　前記サブタンク内に負圧を作用させるための負圧発生手段と、
　前記サブタンクに併設されたバルブ室と、
　空気及びインクの前記サブタンクから前記バルブ室へ向かう流れは許すが、その逆方向
の流れを阻止するように該サブタンクと該バルブ室との間に設けられた逆流防止手段と、
　前記サブタンク内に配された第１電極と、前記バルブ室と前記負圧発生手段を接続する
経路の一部に配された第２電極とを具備し、前記サブタンク内のインクが満タンでないこ
とを検知するためのインク検知手段と、
　を備え、
　前記負圧発生手段は前記バルブ室を介して前記サブタンクに負圧を作用させるように接
続され、
　前記インク検知手段により前記サブタンク内のインクが満タンでないことを検知したと
きに前記負圧発生手段を駆動して前記インク貯留部から前記サブタンクへインクを供給す
ることを特徴とするインクジェット記録装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録手段から記録媒体へインクを吐出して記録を行うインクジェット記録装置
に関し、特に当該インクジェット記録装置に用いられる新規なインク供給機構の構成に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
家庭やオフィスで用いられる記録装置としてはパーソナルコンピュータに接続して使用さ
れるプリンタや、ワードプロセッサのプリンタ部、ファクシミリ、複写機などがある。こ
れらの記録装置に用いられる記録方式として電子写真方式やインクジェット記録方式など
が採用されている。
吐出口から吐出される微小なインク液滴を記録用紙等の記録媒体に付着させることで記録
物（印刷物等）を得るインクジェット記録方式の記録装置（インクジェット記録装置）は
、電子写真方式等の他の記録方式に比べて装置が安価であり、小型化が容易であり、普通
紙への事務文書の記録から専用紙や布等の記録媒体への写真画像の記録まで幅広い記録物
を手軽に得ることができることから、広く普及している。また、小型化に有利な点を生か
して携帯型のインクジェット記録装置も提案されている。
【０００３】
　このようなインクジェット記録装置においては、インク貯留部（インクタンク）から記
録ヘッドへインクを供給するインク供給機構として、記録ヘッドを走査させるためのキャ
リッジ上に配設するオンキャリッジタイプと、キャリッジとは別の場所にインクタンク（
以下メインタンクと呼ぶ）を設けて記録ヘッド近傍あるいは記録ヘッドと一体に構成され
たサブインクタンク（以下サブタンクと呼ぶ）へ樹脂製のチューブ等によりインクを供給
するタイプとの２種類がある。
　このうち、メインタンクからチューブ等でインクを供給する方式は、インクタンク容量
を大きくしてもキャリッジの大きさや重量に影響を与えないことから、キャリッジの走査
精度がインク残量に左右されず、さらにランニングコストを削減できる等の利点があり、
主に業務用機に採用されている。
　このような先行技術として、特開平１１－１０５３０３号公報がある。
【０００４】
　図１０は従来のインクジェット記録装置のインク供給機構の一構成例において負圧ポン
プを作動させてサブタンク内の空気を吸引排出することでメインタンク内のインクをサブ
タンク内へ供給した後の状態を示す模式的断面図であり、図１１は図１０の状態からサブ
タンク内のインクがメインタンクへ戻ってしまった状態を示す模式的断面図である。
　このような先行技術として、特開２００２－２４８７８８号公報がある。
　インクジェット記録装置において、インク貯留部（メインタンク）から前記サブタンク
へのインク供給手段にも様々な方式があり、吐出口からサブタンク内の空気及びインクを
同時に吸引排出することにより供給する方式等がある。
【０００５】
　すなわち、図１０に示すように、記録ヘッド１と一体に構成されたサブタンク３内の空
気を負圧ポンプ７により吸引チューブ５を介して吸引排出することにより、メインタンク
９から供給チューブ１１を通じてサブタンク３内へインクを供給し、センサ１３によりサ
ブタンク３内のインク液面を検知して供給動作を停止させるように構成したインク供給機
構が採用されている。このようなインク供給機構は、インクの浪費が少なく経済的である
という利点を有している。
　なお、図１０に示すインク供給機構においては、供給されたインクは矢印１５の方向の
みしか流れを許容しないインク逆流防止手段としてのチェックバルブ機構１７により逆流
を防止されているため、負圧ポンプ７の駆動を停止したり該負圧ポンプ７内が大気開放さ
れたりしてもサブタンク３内へ揚水されたインクがメインタンク９へ戻ることが防止され
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るような構成になっている。
　バルブを設けた先行技術として、特開２００１－００１５３６号公報がある。
【０００６】
また、前記チェックバルブ機構１７は、一般に、塩素化ブチルゴム等のガスバリア性に富
んだ弾性材料から成るチェックバルブと、該チェックバルブを保持するホルダと、該ホル
ダ内を密閉するための密閉部材とから構成されている。そして、図１０の構成においては
、さらに前記チェックバルブに要求される封止性能（逆流を阻止するシール性能）を確保
するために、該チェックバルブの封止部（シール部）にグリス等の封止剤を塗布すること
が行われている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記のような従来のインク供給機構においては、次のような解決すべき技
術的課題があった。
すなわち、第１に、吸引チューブ５内の残存空気が環境温度の変化に対応して膨張あるい
は収縮し、サブタンク３内のインクの液面高さが変動しやすい。
第２に、吸引チューブ５内の空気には常時水頭圧に相当する負圧がかかっているため、サ
ブタンク３内のインクが蒸発しても飽和蒸気圧に達することはなく、環境温度が一定であ
ってもサブタンク３内の気体体積はインクがメインタンク９へ戻り切るまで常に膨張し続
けることになり、そのため、高い頻度でメインタンク９からサブタンク３へのインク供給
を行うことが必要になる。
【０００８】
第３に、吸引チューブ５及び供給チューブ１１は、キャリッジの走査に伴って柔軟に追従
できにように、ポリエチレンやエラストマ等の柔軟性の高い材料で形成されているが、こ
のような材質のチューブはメインタンク９やサブタンク３を形成するプラスチックに比べ
てガスバリア性が極めて低く、さらに、これらのチューブ内が負圧でかつ湿度が高いこと
から、これらのチューブ５、１１においては、物理上、常にチューブ外部からチューブ内
部へ向けて空気が取り込まれることになり、前述のような技術的課題がさらに顕著になっ
てしまう。
【０００９】
前述のような理由により、サブタンク３内のインク液面はセンサにより検出された位置か
ら時間の経過と共に低下していく。低下速度は上記部材の寸法や環境条件により異なるが
、例えばエラストマ製の供給チューブ１１及び吸引チューブ５を内径２ｍｍ、肉厚１ｍｍ
、長さ４００ｍｍのチューブとし、サブタンク３の容量が７ｃｃ（供給完了時にはほぼ全
体積がインクで満たされるものとする）であり、該サブタンクの水頭圧が１５０ｍｍであ
る条件のもとでは、環境温度が摂氏３５度で低湿度環境に放置すると、約２時間で供給チ
ューブ１１内の全てのインクがメインタンク９内へ戻ってしまう。このような現象は、特
に内部が空気の状態である領域が大きいほど顕著である。すなわち、図１０中の吸引チュ
ーブ５の部位において、前述の理由によりチューブ内空気の体積が膨張していることが判
る。
【００１０】
そして、サブタンク３へ揚水されたインクがメインタンク９内へ戻ってしまい、図１１の
状態になると、該サブタンク３内の負圧が無くなり、記録ヘッドに形成された吐出口（ノ
ズル）に正圧がかかるため、吐出口から正常なインク吐出ができなくなり、さらに該吐出
口からインクが垂れ出してしまうという不都合が発生することがある。このような不都合
を解消するための一手段として、チューブのガスバリア性（気体非透過性）を高める手段
が考えられるが、該チューブをガスバリア性に優れた樹脂（例えばフッ素系樹脂等）で形
成すると、コストの大幅アップを招いてしまうことになる。しかも、適度なチューブの柔
軟性を確保するためには、該チューブ全体をフッ素樹脂にするのではなく、表層等に薄く
設ける程度にしなければならず、これでは、チューブの十分なガスバリア性を確保するこ
とは困難であった。
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【００１１】
また、インクがメインタンク９へ戻る前にインク供給手段（負圧ポンプ等）を駆動してイ
ンクを再供給するような構成では、記録装置の電源が入った状態に限定すれば可能である
が、電源が切られている場合には、所期の処理動作が不可能となり、上述の不都合の発生
を避けることはできない。
また、上述の不都合を回避するために、インク供給操作の実行間隔を短くすることも考え
られるが、このような操作方法では、頻繁なインク供給動作（インク補充動作）のために
記録動作のスループットの低下を招くことになり、さらには、インク供給動作により発生
するサブタンク３内の負圧によって吐出口内に充填されていたインクが後退するため、イ
ンク供給動作の後で吐出口（ノズル）内へのインク充填作業が必要となる。このインク充
填作業では、サブタンク３内を加圧したり、あるいは吐出口から負圧を作用させるなどの
回復操作によって、吐出口からインクを強制的に排出させる処理動作が行われるため、更
なるスループットの低下に加えて、無駄なインク消費量が増大することによるランニング
コストのアップを招いてしまうことになる。
【００１２】
本発明はこのような技術的課題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的は、記録手段
あるいはその近傍にインク逆流防止手段を設けるだけで、封止性に優れたインク逆流防止
手段を簡単かつ安価に構成することができ、インク供給を実施する頻度を低減することが
でき、記録動作におけるスループットの向上とランニングコストの低減を達成できるイン
クジェット記録装置を提供することである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達するため、記録手段から記録媒体へインクを吐出して記録を行
うインクジェット記録装置において、インクを収容するインク貯留部と、前記記録手段の
インク吐出部にインクを供給するためのサブタンクと、前記インク貯留部から前記サブタ
ンクへインクを供給するためのインク供給路と、前記サブタンク内に負圧を作用させるた
めの負圧発生手段と、前記サブタンクに併設されたバルブ室と、空気及びインクの前記サ
ブタンクから前記バルブ室へ向かう流れは許すが、その逆方向の流れを阻止するように該
サブタンクと該バルブ室との間に設けられた逆流防止手段と、前記サブタンク内に配され
た第１電極と、前記バルブ室と前記負圧発生手段を接続する経路の一部に配された第２電
極とを具備し、前記サブタンク内のインクが満タンでないことを検知するためのインク検
知手段と、を備え、前記負圧発生手段は前記バルブ室を介して前記サブタンクに負圧を作
用させるように接続され、前記インク検知手段により前記サブタンク内のインクが満タン
でないことを検知したときに前記負圧発生手段を駆動して前記インク貯留部から前記サブ
タンクへインクを供給することを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を具体的に説明する。なお、各図面を通して同
一符号は同一又は対応部分を示すものである。
図１は本発明を適用するのに好適なインクジェット記録装置の一実施例を示す外観斜視図
である。図１において、１０１は不図示の記録手段（記録ヘッド）を着脱自在に搭載した
キャリッジユニット、１０３は前記記録ヘッドのインク吐出性能を維持回復するための回
復系ユニット（吐出回復装置）、１０５はインク貯留部としてのメインタンクが装填され
たタンクユニット、１０７は前記各ユニットを取り付けるためのベース部材であるフレー
ムユニット、１０９は以上の各ユニットにより構成されたインクジェット記録装置のエン
ジンユニットである。
【００１５】
前記回復系ユニット１０３は、負圧発生源としての負圧ポンプ（回復ポンプ）、ゴム等の
ゴム状弾性体で形成され記録ヘッドのインク吐出部（吐出口面）を覆って保護するための
キャッピング手段（キャップ）、前記インク吐出部に付着した異物を拭き取り清掃するワ
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イピング手段（ワイパーブレード）などを具備している。
なお、図１に示すインクジェット記録装置は、所定範囲で移動可能なキャリッジ上に記録
手段を搭載した構造を有するが、記録に際しては、前記キャリッジを移動（走査）させず
に、不図示の搬送機構により搬送される記録用紙等の記録媒体に記録を行うものであり、
一種のラインタイプの記録装置である。
【００１６】
図２は図１のインクジェット記録装置の記録手段（記録ヘッド）の全体構成を一部分解し
て示す模式的斜視図であり、図３は図２の記録手段の模式的縦断面図であり、図４は図３
中のインク逆流防止手段としてのチェックバルブ機構部（図３中の一点鎖線で囲んだ部分
）を拡大して示す部分拡大縦断面図である。図２～図４において、記録手段１９に設けら
れたサブタンク２５の側壁部の２ヶ所に形成された凹部（穴部）のそれぞれには塩素化ブ
チルゴム等のゴム状弾性体で形成された栓（プラグ）２１Ａ、２１Ｂが密着状態（例えば
圧入状態）で装着されている。
【００１７】
これらの栓２１Ａ、２１Ｂに対してキャリッジユニット（キャリッジ）１０１上の中空ニ
ードル４７、５５が挿入される（突き刺さる）ことで、該中空ニードルの外周面を封止（
シール）した状態で該中空ニードルが貫通して内部に連通するように構成されている。本
実施例では、前記中空ニードル４７、５５の先端形状は医療用注射針と同様に中空軸を斜
めにカットした形状にされているため、前記栓２１Ａ、２１Ｂに前記中空ニードル挿通用
の孔等をあらかじめ設ける必要は必ずしもないが、例えば使用者の安全を図るために前記
中空ニードルの先端が丸みを帯びている場合には、後述するようにあらかじめ十字等の切
り込みを設けておいても良い。
【００１８】
　図２～図４において、２３はインク逆流防止手段としてのチェックバルブであり、その
バルブ本体には、例えばゴム硬度６０度の塩素化ブチルゴム製の傘型バルブが採用されて
いる。前記チェックバルブ２３は、前記サブタンク２５に併設されたバルブ室２７との境
界壁２９に形成された開口（孔）３１に挿通されて取り付けられている。前記境界壁２９
の前記開口３１の周囲には複数の連通口（連通孔）３３が形成されている。そして、前記
チェックバルブ（インク逆流防止手段）２３は、サブタンク２５内の空気やインクが前記
複数の連通口（連通孔）３３を通じて矢印３５のように中空ニードル５５（図７）に向け
て流れることは許すが、その逆方向に流れることは阻止するように構成されている。
【００１９】
また、前記チェックバルブ２３の傘に相当する部分が約０．１５ｍｍの厚さで形成されて
いるため、該チェックバルブ２３を開放するのに必要な圧力差が－０．１気圧未満である
ように構成されており、従って、空気やインクの圧力差が０．１気圧以上であれば、これ
らの流体が前記矢印３５方向に自由に流れるように構成されている。
これに対し、インクが逆流しようとする場合、すなわち矢印３５と逆方向にインクが流れ
ようとする場合には、その圧力により前記チェックバルブ２３の傘部が前記境界壁２９に
密着し、連通孔３３の稜線が封止部（シール部）となってインクの流れを阻止（防止）す
るように構成されている。なお、チェックバルブ機構の構成は必ずしも図示の実施例に限
定されるものではなく、逆流防止機能を有するバルブ機構であれば、例えばダックビル弁
などの他のバルブ機構であっても良い。
【００２０】
前記記録ヘッド１９のフェイス面部分（（図示の例では下部）にはインク吐出部（吐出ユ
ニット部）３７が設けられている。本実施例における記録手段（記録ヘッド）１９は、熱
エネルギーを利用してインクを吐出するインクジェット記録手段であって、熱エネルギー
を発生するための電気熱変換体（ヒーター）を備えたものである。従って、前記インク吐
出部３７は、前記電気熱変換体により印加される熱エネルギーによって吐出口内（ノズル
内）のインクに膜沸騰を生じさせ、その時に生じる気泡の成長、収縮による圧力変化を利
用して吐出口よりインクを吐出させるように構成されている。
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【００２１】
図５は前記フレーム１０７（図１）に取り付けられたタンクユニット１０５（図１）に設
けられたインク貯留部としてのメインタンク３９の模式的外観斜視図である。図５におい
て、インク貯留部（メインタンク）３９の底部の２ヶ所に形成された開口部（貫通孔）の
それぞれには塩素化ブチルゴム等のゴム状弾性体で形成された栓（プラグ）４１Ａ、４１
Ｂが密着状態（例えば圧入状態）で装着されている。これらの栓４１Ａ、４１Ｂに対して
大気連通チューブ４３及び供給チューブ４５の先端に設けられた中空ニードル６１、５９
が挿入される（突き刺さる）ことで、該中空ニードルの外周面を封止（シール）した状態
で該中空ニードルが貫通してメインタンク３９内部に連通するように構成されている。本
実施例では、前記中空ニードル６１、５９も先端形状は医療用注射針と同様に中空軸を斜
めにカットした形状にされているため、前記栓４１Ａ、４１Ｂに前記中空ニードル挿通用
の孔等をあらかじめ設ける必要は必ずしもないが、例えば使用者の安全を図るために前記
中空ニードルの先端が丸みを帯びている場合には、後述するようにあらかじめ十字等の切
り込みを設けておいても良い。
【００２２】
前記栓４１Ａ、４１Ｂは、メインタンク３９内のインクが外部へ流出したり、外部の空気
がメインタンク３９内部に入ったりしないようにするために設けられた弾性材の栓（プラ
グ）である。そして、前記栓４１Ａを介して接続される供給チューブ４５はメインタンク
３９から記録ヘッド１９のサブタンク２５へインクを供給するための流路を形成するもの
であり、前記栓４１Ｂを介して接続される大気連通チューブ４３はメインタンク３９内を
大気に連通させるための大気連通路を形成するものである。なお、本実施例では、図５に
示すように、前記栓４１Ａ、４１Ｂには前述の十字の切り込みがあらかじめ設けられてい
る。
【００２３】
　図６～図９は本発明を適用したインクジェット記録装置のインク供給機構の構成及び動
作を示す模式的断面図であり、図６はインク貯留部としてのメインタンクが記録装置に装
填される前の状態を示し、図７はメインタンクが記録装置に装填された直後の状態を示し
、図８は図７の状態から負圧発生手段としての負圧ポンプを作動させてサブタンク内の空
気を吸引排出することでメインタンク内のインクをサブタンク内へ供給した後の状態を示
し、図９は図８の状態から環境温度変化等に伴うサブタンク内の空気膨張等によりサブタ
ンク内のインク液面が低下したときの状態を示す。
【００２４】
図６～図９において、４３はインク貯留部（メインタンク）３９内から記録手段（記録ヘ
ッド）１９内のサブタンク２５へ供給されたインク体積分の空気を該インク貯留部３９内
へ導入するための大気連通チューブ、４５はメインタンク３９からサブタンク２５までの
インク供給路を構成する供給チューブである。
前記キャリッジ（図１中のキャリッジユニット１０１参照）上には中空ニードル４７、５
５が設けられている。一方の中空ニードル４７は、前記供給チューブ４５のサブタンク２
５側の端部に設けられ、かつ前記栓２１Ｂに突き刺し可能（挿通可能）な材料で形成され
たジョイントとして機能する供給用中空ニードルである。他方の中空ニードル５５は、前
記吸引チューブ５１のサブタンク２５側の端部に設けられ、かつ前記栓２１Ａに突き刺し
可能（挿通可能）な導電性材料で形成されたジョイントとして機能する吸引用中空ニード
ルである。
【００２５】
　前記供給チューブ４５は前記供給用中空ニードル４７を通して前記サブタンク２５内に
連通されており、前記吸引チューブ５１は前記吸引用中空ニードル５５を通して前記サブ
タンク２５に隣接して形成されたバルブ室２７内に連通されている。前記供給チューブ４
５の他端は中空ニードル５９を通して前記メインタンク３９内に連通しており、前記吸引
チューブ５１の他端には負圧発生手段としての負圧ポンプ４９が接続されている。つまり
、前記吸引チューブ５１は前記負圧ポンプ４９と前記サブタンク２５とを接続する流路を
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形成するものであり、前記供給チューブ４５は前記メインタンク３９と前記サブタンク２
５とを接続する流路を形成するものである。
【００２６】
　前記サブタンク２５内に形成されたバルブ室２７のサブタンク２５側の仕切り壁部には
逆流防止手段としてのチェックバルブ２３を有するチェックバルブ機構（図４）が設けら
れている。そして、前記インク逆流防止手段（チェックバルブ）２３と前記負圧発生手段
（負圧ポンプ）４９との間（図示の例では前記吸引用中空ニードル５５の部位）には、バ
ルブ室２７内のインクの有無を検知するためのインク検知手段５７を構成する電極（本実
施例では吸引用中空ニードル５５が利用されている）が設けられている。なお、本実施例
における前記インク検知手段５７は、前記吸引用中空ニードル５５を利用した電極と前記
サブタンク２５内に設けられた電極（不図示）との間の電気的導通を検知することでイン
クの有無を検知するように構成されている。そして、インク検知手段５７の検知結果に応
じて前記負圧発生手段４９の駆動及び停止を制御するように構成されている。
【００２７】
図６の状態からメインタンク３９を記録装置内の所定部に装填すると、図７に示すように
、供給チューブ４５のメインタンク側先端に設けられた中空ニードル５９がメインタンク
３９の一方の栓４１Ａに挿通される（突き刺さる）とともに大気連通チューブ４３のメイ
ンタンク側先端に設けられた中空ニードル６１がメインタンク３９の他方の栓４１Ｂに挿
通される（突き刺さる）。その結果、供給チューブ４５及び大気連通チューブ４３がメイ
ンタンク３９内部に接続され、該メインタンク３９内の空気圧と該メインタンク３９内の
インクの水頭圧とが平衡するまで該メインタンク３９内のインクが供給チューブ４５及び
大気連通チューブ４３内へ流入する。
【００２８】
　図７図の状態から負圧ポンプ（負圧発生手段）４９を作動させてサブタンク２５内の空
気を吸引排出すると、図８に示すように、メインタンク３９内のインクがサブタンク２５
に供給されるとともに前記チェックバルブ（逆流防止手段）２３を通して前記バルブ室２
７（図４）内へも供給される。すると、前記吸引用中空ニードル５５を電極として利用し
た前記インク検知手段５７がインクの到達（バルブ室２７内への所定量の流入）を検知す
る。そして、このインクの到達を検知したところで前記負圧ポンプ４９の作動を停止させ
る。図８はこのようにインク供給後に負圧ポンプ４９を停止させた直後の状態を示してい
る。このとき、前記チェックバルブ機構の連通口３３（図４）を通してバルブ室２７内へ
流入するインクは、前記チェックバルブ２３のシール部（封止部）にも付着し、該シール
部のシール剤の役割を果たす。その結果、チェックバルブ２３のシール部（本実施例では
チェックバルブの傘部）にシール用グリース等を塗布する必要性（従来技術では必要とし
た手間）を無くすことができる。
【００２９】
図８の状態になったところで負圧ポンプ４９を停止すると、該負圧ポンプ４９は大気開放
状態になる。そのため、前記チェックバルブ２３が存在しない場合には、サブタンク２５
内に揚水されたインクは再びメインタンク３９内へ戻されて図７の状態（負圧ポンプ４９
を駆動する前の状態）になる。しかし、本実施例においては、前記チェックバルブ２３が
設けられているので、図８の状態になっても、サブタンク２５内へインクを揚水すること
により発生した水頭差６３に相当する圧力がチェックバルブ２３に対して図４中の矢印３
５と逆の方向に作用するため、バルブ室２７とサブタンク２５との間のインク流路（図４
中の連通口３３）は該チェックバルブ２３によって封鎖され、従って、図８の状態で負圧
ポンプ４が停止しても、サブタンク２５からメインタンク３９へのインクの逆流は発生し
ない（防止される）。
【００３０】
このように本実施例の構成によれば、図８の状態で負圧ポンプ４を停止したときに、記録
ヘッド１９のインク吐出口部（吐出ユニット部）３７には水頭差６３に相当するだけの水
頭圧が作用することになり、吐出口内に充填されたインクは適正なメニスカスを形成する
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ことができ、記録ヘッド１９は安定してインクを吐出できる状態に維持される。また、イ
ンク吐出に伴ってサブタンク２５内のインクが消費されると、この消費されたインク量に
相当するだけの空気が大気連通チューブ４３からメインタンク３９内へ流入すると共に、
これと同体積分のインクがメインタンク３９からサブタンク２５内へ供給されることにな
る。このようにサブタンク２５内のインク液面の高さが常に安定した適正状態に維持され
るので、記録ヘッド１９からのインク吐出も安定した適正状態に維持される。
【００３１】
しかしながら、実際には、図９に示すように、環境温度変化に伴うサブタンク２５内の空
気膨張や、前記チェックバルブ２３やサブタンク２５等の構成部材を通してわずかずつ流
入する空気などによって、サブタンク２５内のインク液面は図８の状態よりも低下する場
合がある。このような現象がさらに進行する場合には、前記供給チューブ４５内は空気に
置換され、記録ヘッド１９の吐出口部には正圧がかかり、正常なインク吐出が困難になっ
たり、吐出口からインクが垂れる（漏出する）などの不具合発生が懸念される状態になる
場合がある。
そこで、このような不具合発生が懸念される場合は、このような不具合を生じるような状
態になる前に、前記インク検知手段５７によりサブタンク２５内のインクが満タンでない
ことを検知し、必要に応じて前記負圧ポンプ４９を作動させてメインタンク３９からサブ
タンク２５内にインクを供給（補充）することにより再び図８に示すような満タン状態に
復帰させるような操作を実行することが好ましい。
【００３２】
　しかしながら、このような操作においては、メインタンク３９からサブタンク２５への
インク供給のために時間を浪費したり、該サブタンク２５内に負圧を作用させることによ
り吐出口内に充填されたインクがサブタンク２５内に引き込まれてしまう場合があるので
、図８について説明したようなインク供給を実行した後には、例えば吐出回復手段すなわ
ち前記回復系ユニット１０３（図１）によって吐出回復処理を行うことが好ましい。
　前記回復系ユニット１０３の主な構成及び動作は、記録ヘッド１９の吐出口面（吐出口
が形成されたフェイス面）にゴム等のゴム状弾性材料から成るキャップを密着させて吐出
口を密閉（キャッピング）し、チューブポンプ等の負圧発生源により前記キャップ内に負
圧を作用させて吐出口からインクを強制的に吸引排出させることにより、吐出口内にイン
クを充填したり、吐出口内に詰まった埃や吐出口内に生じた気泡や吐出口近傍のインクが
乾燥して粘性が増加した増粘インクなどを異物を除去したりすることで、記録ヘッド１９
のインク吐出性能を維持回復させるものである。
【００３３】
一方、メインタンク３９からサブタンク２５へのインク供給を行う時間間隔が短くなるこ
とは、吐出回復処理による処理時間やインクの浪費が増大することになり、スループット
の低下やランニングコストの上昇といった不都合を生じることになる。そこで、このよう
な不都合発生の可能性を無くすために、本実施例においては、最もガスバリア性が低い部
位（例えば内部が高温の気体で満たされる部位）などをチェックバルブ２３等によって物
理的に分離することにより、外気を取り込む可能性のある部位の領域（面積）を大幅に減
らし、さらにガスバリア性の高い塩素化ブチルゴム等でチェックバルブ２３を形成してサ
ブタンク２５内のガスバリア性を大幅に高めることにより、インク供給時間の短縮とイン
ク浪費の抑制とを実現するように構成されている。
【００３４】
なお、サブタンク２５へのインク供給に際しては、少量ではあるものの、インクが吸引チ
ューブ５１内に入り込むことがあるので、本実施例では、負圧ポンプ４９で吐出口から吸
引排出されるインク（廃インク）の排出先（回収先）にインクを吸収保持可能な吸収体（
不図示）が配設されている。ただし、別の実施例として、前記負圧ポンプ４９を前記回復
系（吐出回復装置）の一部として設けられたポンプ（回復ポンプ）と兼用することで、新
たなポンプ等を必要としない構成を採ることも可能である。
【００３５】
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さらに、本実施例においては、インク検知手段（インク液面検知手段）５７を吸引用中空
ニードル５５と一体に設けたが、本発明の構成はこれに限定されるものではなく、別の部
位に設けたインク検知手段を使用しても良い。また、インク液面検知手段を設けずに、前
回のインク供給動作から所定時間経過後に所定量だけ負圧ポンプ４９を作動させてインク
供給のための吸引動作を実行するように制御しても良い。
また、本実施例によれば、吸引チューブ５１のガスバリア性をさほど高くする必要が無い
ので、吸引チューブ５１をより安価な材料で形成したり、より肉厚の薄いチューブで形成
したりすることにより、該吸引チューブ５１のガスバリア性を前記供給チューブ４５のガ
スバリア性よりも低くすることにより、コストダウンを図ることが可能になる。
【００３６】
また、本実施例では、チェックバルブ２３から成るインク逆流防止手段をサブタンク２５
内に配置したが、この逆流防止手段の配置はこれに限定されるものではなく、例えばサブ
タンク２５に隣接する部位に配置しても良く、さらに、サブタンク２５の近傍であれば、
記録ヘッド１９を搭載したキャリッジ（図１中のキャリッジユニット１０１参照）など、
所望の部位に配置しても良い。
また、以上説明した実施例におけるインク吐出手段としては、吐出口からインクを吐出す
る手段であれば如何なる吐出方式であってもよく、例えば、電気熱変換体によるインクの
膜沸騰を利用したいわゆるバブルジェット方式であっても良く、ピエゾ素子等の電気機械
変換体を用いる方式など、他の吐出方式であっても良い。
【００３７】
　以上説明した実施例においては、以下に列挙するような本発明の実施態様が記載されて
いる。
　実施態様１：記録手段から記録媒体へインクを吐出して記録を行うインクジェット記録
装置において、インクを収容するインク貯留部と、前記記録手段のインク吐出部にインク
を供給するためのサブタンクと、前記インク貯留部から前記サブタンクへインクを供給す
るためのインク供給路と、前記サブタンク内に負圧を作用させるための負圧発生手段と、
前記サブタンクに併設されたバルブ室と、空気及びインクの前記サブタンクから前記バル
ブ室へ向かう流れは許すが、その逆方向の流れを阻止するように該サブタンクと該バルブ
室との間に設けられた逆流防止手段と、前記サブタンク内に配された第１電極と、前記バ
ルブ室と前記負圧発生手段を接続する経路の一部に配された第２電極とを具備し、前記サ
ブタンク内のインクが満タンでないことを検知するためのインク検知手段と、を備え、前
記負圧発生手段は前記バルブ室を介して前記サブタンクに負圧を作用させるように接続さ
れ、前記インク検知手段により前記サブタンク内のインクが満タンでないことを検知した
ときに前記負圧発生手段を駆動して前記インク貯留部から前記サブタンクへインクを供給
することを特徴とするインクジェット記録装置。
　上記実施形態１の構成によれば、記録手段あるいはその近傍に逆流防止手段を設けるだ
けで、封止性に優れたインク逆流防止手段を簡単かつ安価に構成することができ、インク
供給を実施する頻度を低減することができ、記録動作におけるスループットの向上とラン
ニングコストの低減を達成できるインクジェット記録装置が提供される。
【００３８】
　実施態様２：前記負圧発生手段は、記録手段のインク吐出性能を維持回復するための吐
出回復手段に使用される負圧発生源と兼用であることを特徴とする実施態様１に記載のイ
ンクジェット記録装置。
　実施態様３：前記サブタンクと前記負圧発生手段との間を接続する吸引チューブのガス
バリア性は前記メインタンクと前記サブタンクとの間を接続する供給チューブのガスバリ
ア性より低いことを特徴とする実施態様１又は２に記載のインクジェット記録装置。
　実施態様４：前記インク逆流防止手段は、前記サブタンク内に配設されたチェックバル
ブであることを特徴とする実施態様１～３のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
　実施態様５：前記サブタンクは記録装置に対して着脱自在であり、着脱のためのジョイ
ント部材が前記インク検知手段の一部を構成することを特徴とする実施態様１～４のいず
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れかに記載のインクジェット記録装置。
【００３９】
なお、以上の実施例では、記録媒体の全幅または一部をカバーする長さのラインタイプの
記録手段（キャリッジユニット）を用いて記録媒体の搬送（副走査、紙送り）のみで記録
するライン方式のインクジェット記録装置の場合を例に挙げて説明したが、本発明は、記
録手段としての記録ヘッドを主走査方向に移動させながら記録するシリアル方式のインク
ジェット記録装置の場合にも同様に適用することができ、同様の作用、効果を達成し得る
ものである。
また、本発明は、記録ヘッドの数やインク吐出部の数に関わりなく自由に実施できるもの
であり、１個の記録ヘッド（又はインク吐出部）を用いるインクジェット記録装置の他、
異なる色のインクを使用する複数の記録ヘッド（又はインク吐出部）を用いるカラー記録
用のインクジェット記録装置、あるいは同一色彩で異なる濃度のインクを使用する複数の
記録ヘッド（又はインク吐出部）を用いる階調記録用のインクジェット記録装置、さらに
は、これらを組み合わせたインクジェット記録装置の場合にも、同様に適用することがで
き、同様の作用、効果を達成し得るものである。
【００４０】
さらに、本発明は、記録ヘッドとインクタンクを一体化した交換可能なヘッドカートリッ
ジを用いる構成、記録ヘッドとインクタンクを別体にし、その間をインク供給用のチュー
ブ等で接続する構成など、記録ヘッドとインクタンクの配置構成がどのような場合にも同
様に適用することができ、同様の効果が得られるものである。
なお、本発明は、熱エネルギーを利用してインクを吐出する方式のインクジェット記録ヘ
ッドを使用するインクジェット記録装置の他、例えば、ピエゾ素子等の電気機械変換体等
を用いてインクを吐出する方式のインクジェット記録ヘッドを使用するインクジェット記
録装置など、他のインク吐出方式を用いるインクジェット記録装置に対しても同様に提供
することができ、同様の作用、効果を達成できるものである。
【００４１】
【発明の効果】
　以上の説明から明らかなごとく、本発明によれば、記録手段あるいはその近傍に逆流防
止手段を設けるだけで、封止性に優れたインク逆流防止手段を簡単かつ安価に構成するこ
とができ、インク供給を実施する頻度を低減することができ、記録動作におけるスループ
ットの向上とランニングコストの低減を達成できるインクジェット記録装置が提供される
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明を適用したインクジェット記録装置の一実施例を示す外観斜視図である
。
【図２】　図１のインクジェット記録装置の記録手段の全体構成を一部分解して示す模式
的斜視図である。
【図３】　図２の記録手段の模式的縦断面図である。
【図４】　図３中のチェックバルブ機構部を拡大して示す部分拡大縦断面図である。
【図５】　図１の記録装置のフレームに取り付けられるタンクユニットに設けられたイン
ク貯留部（メインタンク）の模式的外観斜視図である。
【図６】　本発明を適用したインクジェット記録装置のインク供給機構においてインク貯
留部（メインタンク）が記録装置に装填される前の状態を示す模式的断面図である。
【図７】　図６のインク供給機構においてインク貯留部（メインタンク）が記録装置に装
填された直後の状態を示す模式的断面図である。
【図８】　図７の状態から負圧ポンプを作動させてサブタンク内の空気を吸引排出するこ
とでインク貯留部（メインタンク）内のインクをサブタンク内へ供給した後の状態を示す
模式的断面図である。
【図９】　図８の状態から環境温度変化等に伴うサブタンク内の空気膨張等によりサブタ
ンク内のインク液面が低下したときの状態を示す模式的断面図である。
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【図１０】　従来のインクジェット記録装置のインク供給機構の一構成例において負圧ポ
ンプを作動させてサブタンク内の空気を吸引排出することでメインタンク内のインクをサ
ブタンク内へ供給した後の状態を示す模式的断面図である。
【図１１】　図１０の状態からサブタンク内のインクがメインタンクへ戻ってしまった状
態を示す模式的断面図である。
【符号の説明】
　１５　　　インクの流れ方向
　１９　　　記録手段（記録ヘッド）
　２１Ａ、２１Ｂ　　栓（プラグ）
　２３　　　逆流防止手段（チェックバルブ）
　２５　　　サブタンク
　２７　　　バルブ室
　２９　　　境界壁
　３１　　　開口（孔）
　３３　　　連通口（連通孔）
　３５　　　インクの流れ方向
　３７　　　インク吐出部（吐出ユニット部）
　３９　　　インク貯留部（メインタンク）
　４１Ａ、４１Ｂ　　栓（プラグ）
　４３　　　大気連通チューブ
　４５　　　供給チューブ
　４７　　　供給用中空ニードル
　４９　　　負圧ポンプ（負圧発生手段）
　５１　　　吸引チューブ
　５５　　　吸引用中空ニードル
　５７　　　インク検知手段
　５９　　　中空ニードル
　６１　　　中空ニードル
　６３　　　水頭差
　６５　　　インク滴
　１０１　　キャリッジユニット
　１０３　　回復系ユニット（吐出回復装置）
　１０５　　タンクユニット
　１０７　　フレームユニット
　１０９　　エンジンユニット
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